
れんごうふくおか 2024

　連合福岡の藤田会長は、今年の要求内容もSDGsの考え方を基本に「誰一人取
り残されることのない持続可能な社会」をめざす視点で６分野・28項目（64小
項目）に取りまとめた。2024春闘における高水準での賃上げ、最低賃金も51円
改定となったが、ゆとりや豊かさを実感するにはまだ不十分である。賃上げの流
れを継続させることが重要であり、労務費の価格転嫁に向けた世論の喚起や社会
全体の気運醸成をはかり、物価を上回る賃上げを実現し、経済の好循環を生み出
す取り組みが必要である。また、日本全国・世界各地で自然災害が頻発・激甚化
していることから、未来の子どもたちのためにも地球環境を守っていく視点を持
ち防災や減災の対応についても前向きに検討いただきたい」と訴えました。
　服部県知事からは、今年度の春闘における高い賃上げ率を踏まえ、賃上げを持
続的に行える環境を作るため「価格転嫁の円滑化に関する協定」のもとで関係団
体と協力して取り組みを続けていくと述べるとともに、申し入れに対して、「こ
れからの県政運営や来年度に向けた施策・予算の組み立ての中で、しっかりと検
討させていただきたい。今後も年齢や性別、障がいの有無に関わらず、住みなれ
たところで元気に働き、楽しく笑顔の日々を送っていくことができる社会を作る
ために、皆様と力をあわせ全力で取り組む」と述べられました。

407
2024年９月25日発行
発　行：日本労働組合総連合会福岡県連合会
発行人・編集人：吉村淳治
〒812-0025  福岡市博多区店屋町6番5号 小松ビル

TEL.092-283-5529  FAX.092-283-5611
　連合福岡のホームページ
　　http://www.rengo-fukuoka.jp/
　連合福岡のメールアドレス
　　info@fukuoka.jtuc- rengo.jp

　連合福岡2024年度（今期前半
年度）の活動期間が残り１ヶ月と
なった。ということは、私が連合
福岡にお世話になってからもうすぐ

節目の１年が経過するということになる。久しぶりにこの１
年という時間を長く感じている。こんなに長く感じたのは
子どもの頃以来だと思う・・・。
　19世紀のフランスの哲学者が発案した『ジャネーの法
則』では「人生のある時期に感じる時間の長さは年齢の逆
数に比例する」だそうだ。つまり、歳を重ねるにつれて、

自分の人生における１年の比率が小さくなることや、新し
い経験も少ないことから、体感として１年が短く、時間が
早く過ぎると感じるらしい。逆に子どもの頃は１年の比率
が大きいことに加え、さまざまなことに興味を持ち、新し
い発見やたくさんの学びの中で過ごすことから時間を長く
感じるんだそうだ。まさに私は『ジャネーの法則』の大人
の法則を崩し、子どもの法則で１年を過ごしたようだ。
　2025年度（後半年度）の活動も時間が長く感じれるよ
う探求心を持って取り組み、充実感や満足感をしっかり実
感する、そんな２年目を過ごしたい。

連合福岡のＨＰに
掲載しています。

要求書

手交式（要求実現に向け連合福岡議
員懇談会の佐々木徹会長も一緒に）

手交式（藤田会長から服部県知事へ）

申入れ式（藤田会長あいさつ） 申入れ式（服部県知事あいさつ）

　連合福岡は、８月27日、福岡県の服部知事に、働く皆さん、福岡県で暮らす皆さんの視点に立った、
「2024年度政策・制度要求」を提出しました。今年は、自然災害への総合的な対策の強化や「労務費を含
む適切な価格転嫁」をはじめとする公正・適正な取引の推進、教職員未配置の解消、働く環境の整備に向け
たカスタマーハラスメントの撲滅への対応など『28項目』を要求しました。

「働くことを軸とする安心社会」の構築に向け６分野28項目

政策・制度要求を服部県知事へ提出政策・制度要求を服部県知事へ提出政策・制度要求を服部県知事へ提出
2024 年度
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　連合は、平和で安定した社会・暮らしの実現をめざし、1989年の結成以来、平和運動に積極的に取　連合は、平和で安定した社会・暮らしの実現をめざし、1989年の結成以来、平和運動に積極的に取
り組み、毎年、沖縄・広島・長崎・根室において平和行動を実施しており、連合福岡もすべての行動にり組み、毎年、沖縄・広島・長崎・根室において平和行動を実施しており、連合福岡もすべての行動に
参加しています。参加しています。
　広島・長崎の集会は「語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう」を　広島・長崎の集会は「語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう」を
テーマに開催され、前後の平和行動にも構成組織・地域協議会より多数の皆さんに参加いただきました。テーマに開催され、前後の平和行動にも構成組織・地域協議会より多数の皆さんに参加いただきました。

●● 被爆路面電車 乗車学習会 被爆路面電車 乗車学習会
　原爆の被害を受けたものの、現在も営業用車輛として使用さ　原爆の被害を受けたものの、現在も営業用車輛として使用さ
れている２輌の路面電車に乗り、沿線の被爆建物や遺構を巡るれている２輌の路面電車に乗り、沿線の被爆建物や遺構を巡る
「被爆路面電車 乗車学習会」を実施しました。車内では連合「被爆路面電車 乗車学習会」を実施しました。車内では連合
広島青年委員会のガイドにより当時の様子が伝えられ、乗車す広島青年委員会のガイドにより当時の様子が伝えられ、乗車す
る参加者はそれぞれ真剣な表情で車窓から現在の街並みを眺める参加者はそれぞれ真剣な表情で車窓から現在の街並みを眺め
ていました。ていました。

●● 被爆79年2024平和ヒロシマ集会 被爆79年2024平和ヒロシマ集会
　広島市・上野学園ホールにおいて行われた集会には、全国の　広島市・上野学園ホールにおいて行われた集会には、全国の
構成組織・地方連合会から1,780名が参加しました。冒頭、吉構成組織・地方連合会から1,780名が参加しました。冒頭、吉
野会長より「核兵器廃絶は決して核兵器保有国や被爆地だけの野会長より「核兵器廃絶は決して核兵器保有国や被爆地だけの
課題ではなく、今を生きるすべての人々が乗り越えるべき課題課題ではなく、今を生きるすべての人々が乗り越えるべき課題
である。今回の平和行動を通じて、被爆地広島の核兵器廃絶にである。今回の平和行動を通じて、被爆地広島の核兵器廃絶に
対する強い想いを、職場や地域に持ち帰り、運動として展開し対する強い想いを、職場や地域に持ち帰り、運動として展開し
ていただくことを期待する」とあいさつされた後、被爆80年ていただくことを期待する」とあいさつされた後、被爆80年
に向けての講演、被爆者体験証言、次回開催地長崎へのピースに向けての講演、被爆者体験証言、次回開催地長崎へのピース
フラッグリレーと続き、集会は終了しました。フラッグリレーと続き、集会は終了しました。

8/8/　　55～～668/　5～6 平和行動 in 広島 ８名参加

●● 被爆79年2024平和ナガサキ集会 被爆79年2024平和ナガサキ集会
　長崎市・長崎県立総合体育館メインアリーナにおいて開催された集会には、全国の構成組織・地方連　長崎市・長崎県立総合体育館メインアリーナにおいて開催された集会には、全国の構成組織・地方連
合会から1,989名が参加しました。開催地を代表した連合長崎 髙藤会長は「長崎に原子爆弾が落とさ合会から1,989名が参加しました。開催地を代表した連合長崎 髙藤会長は「長崎に原子爆弾が落とさ
れて明日で79年になるが、世界各地での紛争、核兵器の開発など、いまだに課題は山積みである。子れて明日で79年になるが、世界各地での紛争、核兵器の開発など、いまだに課題は山積みである。子
や孫の世代が安心して暮らすことのできる未来を築くため、79年前の長崎の実相に触れ、職場や家庭や孫の世代が安心して暮らすことのできる未来を築くため、79年前の長崎の実相に触れ、職場や家庭
に持ち帰り、恒久平和に持ち帰り、恒久平和
のために力を結集するのために力を結集する
ときだ。」とあいさつときだ。」とあいさつ
された後、被爆者の訴された後、被爆者の訴
えや核兵器廃絶に向けえや核兵器廃絶に向け
た講演、次回開催地根た講演、次回開催地根
室へのピースフラッグ室へのピースフラッグ
リレーが行われ、集会リレーが行われ、集会
は終了しました。は終了しました。

8/8/　　88～～998/　8～9 平和行動 in 長崎 各地域協議会より多数が参加

語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう

2024 平和行動 2024 平和行動 inin 広島/長崎 広島/長崎にに参加参加2024 平和行動 2024 平和行動 inin 広島/長崎 広島/長崎にに参加参加2024 平和行動 in 広島/長崎に参加
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※�申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協（地域労福協）に電話で予約して下さい。
　　　10時〜17時（土日祝日を除く）
エ リ ア 10 月 11 月 エ リ ア 10 月 11 月

福　　　岡
8日(火) 12日(火)

遠　賀　川 25日(金) 29日(金)
22日(火) 26日(火)

筑紫・朝倉 1日(火) 5日(火) 北　九　州 16日(水) 20日(水)
北　筑　後 22日(火) 19日(火) 京築・田川 2日(水) 6日(水)
南　筑　後 9日(水) 13日(水)

「れんごうふくおか」は再生紙を使用しております。

福岡県労福協主催

SCHEDULESCHEDULE
10月３日　第93回中央委員会（連合本部）

　　９日　地域活性化フォーラムin古賀・宗像

　　21日　第12回四役会議

　　24日　第13回執行委員会

　　30日　連合福岡第27回定期中間大会

　連合福岡規約第24条（大会の開催公示）にもとづき、「第27回連合福岡定期中間大会」�
を下記のとおり開催する。

記
１．日　時　　　2024年10月30日（水）　13時00分～
２．場　所　　　電気ビル みらいホール
　　　　　　　　福岡市中央区渡辺通２－１－82 電気ビル共創館４F
３．構　成　　　大会代議員、特別代議員、連合福岡役員
４．議　事　　　⑴　報　　告
　　　　　　　　　　①2024年度会計決算報告
　　　　　　　　　　②2024年度決算監査報告
　　　　　　　　⑵　議案審議
　　　　　　　　　　①第１号議案　�前半年度の振り返りと後半年度の取り組み（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　について
　　　　　　　　　　②第２号議案　2024年度収支剰余金の処分（案）
　　　　　　　　　　③第３号議案　2025年度予算（案）
　　　　　　　　　　④第４号議案　規約・規則の改正（案）
　　　　　　　　　　⑤その他

※代議員数など構成組織に関する連絡は連合福岡NEOをご参照ください。

連合福岡定期中間大会公示連合福岡定期中間大会公示


